
5
※市外局番は書いてあるものを除きすべて
042です。２.　１.　７ 4

※システムなどの都合により各種通知などの元号
が平成として表記されている場合があります。 ２.　１.　７

　
【
日
時
】１
月
１３
日
（
祝
）
▼
１

回
目
＝
午
前
１０
時
半
か
ら
（
久
留

米
中
学
校
・
西
中
学
校
・
南
中
学

校
の
通
学
区
域
の
方
）
▼
２
回
目

＝
午
後
１
時
半
か
ら
（
東
中
学

校
・
大
門
中
学
校
・
下
里
中
学
校
・

中
央
中
学
校
の
通
学
区
域
の
方
）

　
※
受
け
付
け
は
い
ず
れ
も
開
始

３０
分
前
か
ら
。

　
【
会
場
】生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
【
内
容
】式
典
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
（
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
、
和
太
鼓

演
奏
）

　
【
対
象
】平
成
１１
年
４
月
２
日
～

１２
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

　
【
ご
注
意
】駐
車
場
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
。
公
共
交
通
機
関
で
ご
来

場
く
だ
さ
い
。
な
お
、
障
害
の
あ

る
方
に
は
駐
車
場
を
用
意
し
ま
す

の
で
市
文
化
協
会
☎
４
７
７
・
４

７
０
０
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
　
【
お
願
い
】新
成
人
の
皆
さ
ん
に

は
、
す
で
に
案
内
状
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
届
い
て
い
な
い
方
や
、

１１
月
１
日
以
降
に
転
入
し
た
方
は

同
協
会
ま
た
は
生
涯
学
習
課
生
涯

学
習
係
☎
４
７
０
・
７
７
８
４
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
【
そ
の
他
】式
典
は
手
話
通
訳
が

あ
り
ま
す
▼
中
学
校
卒
業
時
の
恩

師
の
方
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し

ま
す
▼
式
典
終
了
後
は
、
同
セ
ン

タ
ー
２
階
に
歓
談
の
部
屋
を
用
意

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
協
会
ま
た
は
同
係

へ
。

　
市
で
は
、
市
民
で
組
織
す
る
団

体
が
、
資
源
ご
み
を
市
が
指
定
す

る
再
生
資
源
取
扱
業
者
に
引
き
渡

し
た
場
合
、
そ
の
回
収
量
に
応
じ

て
報
奨
金
を
交
付
す
る
資
源
集
団

回
収
報
奨
金
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
平
成
３１
年
２
月
～

令
和
２
年
１
月
に
実
施
し
た
資
源

集
団
回
収
を
対
象
に
報
奨
金
の
交

付
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
【
対
象
団
体
】市
内
在
住
の
方
で

構
成
す
る
自
治
会
・
子
ど
も
会
・

婦
人
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど

　
【
報
奨
金
交
付
額
】回
収
実
績
量

に
応
じ
て
１
㌔
㌘
当
た
り
９
円

　
【
申
請
受
付
期
間
・
会
場
】２
月

３
日
（
月
）
～
８
日
（
土
）
の
午

前
９
時
～
１１
時
半
と
午
後
１
時
～

４
時
半
に
市
役
所
５
階
５
０
２
会

議
室
で
。
８
日
（
土
）
の
み
、
ご

み
対
策
課
庁
舎
（
八
幡
町
２
ノ
１０

ノ
１０
）
で

　
【
必
要
書
類
】回
収
業
者
か
ら
の

東
久
留
米
市
集
団
回
収
実
施
報
告

書
、
代
表
者
の
認
め
印
（
ス
タ
ン

プ
式
不
可
）、
振
込
先
の
金
融
機

関
の
通
帳
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
場

合
は
店
名
の
数
字
と
７
ケ
タ
の
口

座
番
号
が
必
要
）、
団
体
が
確
認

で
き
る
規
約
ま
た
は
名
簿
な
ど

　
【
ご
注
意
】必
ず
代
表
者
の
印
鑑

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
に

来
る
方
の
印
鑑
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

必
要
書
類
な
ど
に
不
備
が
あ
る
と
、

受
け
付
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

会
員
募
集

　
◆
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク

を
楽
し
む
会　
毎
週
水
曜
日
と

第
２・第
４
土
曜
日
、午
前
９
時

４５
分
～
１１
時
半
、落
合
川・六
仙

公
園
で
。
会
費
１
回
５
０
０
円
。

レ
ン
タ
ル
ポ
ー
ル
代
５
０
０
円
。

初
心
者
歓
迎
。
Ｊ
Ｎ
Ｗ
Ａ
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
楽
し
く
指
導

し
ま
す
。
詳
し
く
は
長
浜
☎
０

９
０・５
２
０
４・３
１
９
０
へ
。

　
◆
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
（
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
「
草
の
実
会
」）　

毎
週
日
曜
日
正
午
～
午
後
５
時
、

西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会

金
５
０
０
円
。
会
費
月
３
０
０

円
他
。初
心
者
歓
迎
。マ
ー
ジ
ャ

ン
仲
良
し
会
で
す
。
年
２
回
懇

親
大
会
が
あ
り
ま
す
。
友
達
に

な
り
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
市

橋
☎
０
９
０
・
９
１
５
８
・
８

４
０
２
へ
。

　
◆
日
本
画
（
杉
の
会
）　
第

１
土
曜
日
午
前
９
時
半
～
正
午
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費

月
２
０
０
０
円
。
岩
絵
の
具
を

使
っ
た
日
本
画
を
初
歩
か
ら
個

別
に
指
導
。
詳
し
く
は
木
村
☎

４
７
３
・
６
１
３
６
へ
。

　
◆
く
る
め
水
墨
画　
第
１
・

第
３
木
曜
日
の
午
前
１０
時
～
正

午
、
中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
で
。

会
費
月
２
０
０
０
円
。
初
心
者

歓
迎
。
講
師
は
日
本
水
墨
画
協

会
会
員
。
詳
し
く
は
濱
崎
☎
４

７
５
・
３
７
６
３
へ
。

　
◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
演
芸
出
前

（
く
る
め
一
芸
会
）　
日
時
・

場
所
は
会
報
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
入
会
金
１
０
０
０
円
。
会

費
月
３
０
０
円
。
趣
味
や
特
技

を
生
か
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

し
て
み
た
い
方
は
連
絡
を
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
田
端
☎
４
７

３
・
２
４
０
３
へ
。

催

し

　
◆
あ
と
り
え
ほ
あ
い
え
作
品

展　
１
月
１７
日
（
金
）
午
前
１０

時
～
１９
日
（
日
）
午
後
５
時
、

ス
ペ
ー
ス
１
０
５
（
市
役
所
向

か
い
）
で
。
入
場
料
無
料
。
詳

し
く
は
生な

ま

田た

目め

☎
４
７
４
・
８

３
０
３
へ
。

　
◆
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
（
東
久
留
米
ス
ク
エ
ア

ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
）　
２
月
１６
日

（
日
）
午
後
１
時
～
３
時
半
、

成
美
教
育
文
化
会
館
で
。
参
加

費
無
料
。
音
楽
に
合
わ
せ
て
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
で
ダ
ン
ス
。
ぜ
ひ

見
に
来
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
山
口
☎
４
７
６
・
０
７
９
２

へ
。

　
◆
銀ぎ

ん

杏な
ん

寄よ

席せ

（
慶
応
義
塾
東

久
留
米
三
田
会
）　
２
月
１
日

（
土
）
午
後
２
時
開
演
（
１
時

半
開
場
）、
成
美
教
育
文
化
会

館
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。
入
場

料
５
０
０
円
。
１１
代
金き

ん

原げ
ん

亭て
い

馬ば

生し
ょ
う門
下
。
演
目
「
保
険
会
社
２４

時
」
他
。
詳
し
く
は
島
崎
☎
４

７
８
・
７
２
７
０
へ
。

　
◆
ゆ
い
ま
ぁ
る
カ
フ
ェ
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
ケ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
ゆ
い
ま
ぁ
る
）　
毎
月

第
４
土
曜
日
午
前
１０
時
～
正
午
、

ゆ
い
ま
ぁ
る
南
沢
（
南
沢
２
ノ

１３
ノ
１１
）
で
。
参
加
費
１
０
０

円
。
認
知
症
カ
フ
ェ
。
１
月
２５

日
（
土
）
は
白
十
字
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
中
島
朋
子
氏

の
お
話
で
す
。
詳
し
く
は
工
藤

☎
４
７
７
・
０
２
１
１
へ
。

そ

の

他

　
◆
「
こ
ど
も
ラ
ウ
ン
ジ
ひ
ま

わ
り
」（
滝
山
団
地
自
治
会
）

　
滝
山
団
地
内
（
滝
山
６
ノ

１
）
に
あ
る
子
育
て
グ
ル
ー
プ

の
貸
し
切
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ル
ー
ム
で
す
。
利
用
日
時
は
祝

日
を
除
く
毎
週
月
曜
日
午
前
１０

時
１０
分
～
１１
時
５０
分
。
利
用
料

無
料
。
電
話
予
約
は
月
曜
～
金

曜
日
の
午
前
１０
時
～
正
午
、
午

後
２
時
～
５
時
、
土
曜
日
午
前

１０
時
～
正
午
に
同
自
治
会
へ
。

詳
し
く
は
同
自
治
会
☎
４
７

３
・
３
７
４
３
へ
。

　
認
知
症
の
方
を
介
護
す
る
ご
家

族
の
方
、
日
々
の
不
安
や
心
配
事

な
ど
を
気
軽
に
話
し
に
来
ま
せ
ん

か
。
対
象
の
地
域
を
確
認
の
上
、

担
当
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
【
参
加
費
】１
０
０
円
（
茶
菓
子

代
な
ど
）

◎
東
部
地
域
に
居
住
の
方

　
【
対
象
】上
の
原
、
金
山
町
、
神

宝
町
、
氷
川
台
、
大
門
町
、
小
山
、

東
本
町
、
新
川
町
、
浅
間
町

　
【
日
時
】２
月
１８
日
（
火
）
午
後

１
時
１５
分
～
２
時
４５
分

　
【
会
場
】東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
会

議
室
２

　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は
東
部
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
４
７

３
・
９
９
９
６
ま
た
は
☎
４
２

８
・
７
７
８
８
へ
。

◎
中
部
地
域
に
居
住
の
方

　
【
対
象
】本
町
、
幸
町
、
中
央
町
、

南
沢
、
学
園
町
、
ひ
ば
り
が
丘
団

地
、
南
町
、
前
沢
一
～
三
丁
目

　
【
日
時
】１
月
２０
日
（
月
）
午
後

１
時
～
２
時
半

　
【
会
場
】中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー

第
３
会
議
室

　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は
中
部
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
４
７

０
・
８
１
８
６
ま
た
は
☎
４
５

１
・
５
１
２
１
へ
。

◎
西
部
地
域
に
居
住
の
方

　
【
対
象
】前
沢
四
・
五
丁
目
、
滝

山
、
野
火
止
、
八
幡
町
、
柳
窪
、

弥
生
、
下
里

　
【
日
時
】１
月
２７
日
（
月
）
午
後

１
時
１５
分
～
２
時
半

　
【
会
場
】西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
講

習
室
２

　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は
西
部
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
４
７

２
・
０
６
６
１
へ
。

成
人
の
日
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す

　
【
公
開
期
間
】１
月
３１
日
（
金
）

午
後
１
時
～
６
時
、
２
月
１
日

（
土
）
午
前
１０
時
～
午
後
６
時
、

２
日
（
日
）
午
前
１０
時
～
午
後
０

時
半
（
最
終
入
場
は
正
午
）

　
【
会
場
】サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ

文
化
会
館
２
階
展
示
ホ
ー
ル
Ｄ

「
第
69
回
関
東
東
海
花
の
展
覧
会
」

　
関
東
東
海
地
域
の
１
都
１１
県
と

花か

卉き

関
係
６
団
体
が
主
催
す
る
、

日
本
で
最
大
規
模
の
「
関
東
東
海

花
の
展
覧
会
」
が
今
年
も
開
催
さ

れ
ま
す
。
切
花
、
花
苗
、
鉢
物
な

ど
約
２
０
０
０
点
に
も
お
よ
ぶ
花

の
品
評
会
と
、即
売
会
、フ
ラ
ワ
ー

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
や
イ
ベ
ン

ト
コ
ー
ナ
ー
、
特
別
展
示
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
き
め
細
か
い
栽
培
技

術
で
作
り
出
す
高
品
質
の
花
々
が

品
質
と
商
品
性
を
競
い
合
い
ま
す
。

会
場
全
体
が
色
と
り
ど
り
の
美
し

い
花
で
埋
め
尽
く
さ
れ
る
様
子
は

圧
巻
で
す
。

　
東
久
留
米
市
温
室
花
卉
研
究
会

は
大
変
技
術
が
高
く
、
日
本
最
大

規
模
の
こ
の
品
評
会
で
、
最
高
金

賞
で
あ
る
「
農
林
水
産
大
臣
賞
」

受
賞
者
を
何
度
も
輩
出
し
、
毎
年

金
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
今
年

も
出
品
予
定
で
す
の
で
、
東
久
留

米
市
の
自
慢
の
花
々
を
ご
覧
に
ぜ

ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

市
民
大
学
短
期
コ
ー
ス

　
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
豊
か
な

経
験
を
持
つ
市
民
講
師
が
講
座
を

開
講
し
ま
す
。
市
民
同
士
の
学
び

合
い
の
場
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

各
講
座
共
通
の
事
項

　
【
時
間
】「
午
前
」
が
１０
時
～
正

午
、「
午
後
１
」
が
１
時
～
３
時
、

「
午
後
２
」
が
４
時
～
６
時

　
【
会
場
】生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
【
対
象
】市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方

　
【
受
講
料
】１
回
コ
ー
ス
＝
１
０

０
円
▼
３
回
コ
ー
ス
＝
３
０
０
円

（
い
ず
れ
も
基
礎
資
料
代
）

　
申
し
込
み
は
１
月
１５
日
（
水
）

ま
で
に
（
必
着
）、
は
が
き
に
講

座
名
（
複
数
可
）・
郵
便
番
号
・

住
所・氏
名
（
ふ
り
が
な
）・年
齢・

性
別
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

〒
２
０
３

−

０
０
５
４
、
中
央
町

２
ノ
６
ノ
２３
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
内
、市
文
化
協
会
事
務
局「
市

民
大
学
短
期
コ
ー
ス
申
し
込
み
」

係
宛
て
郵
送
を
。１
月
７
日（
火
）

か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
電
子

申
請
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　
※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
１
月

１６
日
（
木
）
午
後
１
時
半
か
ら
同

協
会
で
抽
選
。
応
募
者
が
１０
人
に

満
た
な
い
場
合
は
開
講
し
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
同
協
会
☎
４
７
７
・

４
７
０
０
へ
。

講

座

案

内

　
【
３
回
コ
ー
ス
】

　
●
健
康
ヨ
ガ
と
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ワ
ー
ク
＝
２
月
３
日
・
１０
日
・
１７

日
、い
ず
れ
も
月
曜
日
の
「
午
前
」。

健
康
で
毎
日
を
送
る
た
め
の
ヨ
ガ

と
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
向
け
て
考

え
る
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
す
。
定
員

１２
人
。
講
師
は
ゴ
ー
シ
ュ
直
子
氏
。

敷
物（
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、タ
オ
ル
ケ
ッ

ト
、
毛
布
な
ど
）
と
飲
み
物
持
参
。

動
き
や
す
い
服
装
で
。

　
●
楽
し
く
学
ぶ
「
防
災
講
座
」

＝
２
月
５
日
・
１２
日
・
１９
日
、
い

ず
れ
も
水
曜
日
の
「
午
後
１
」。

近
年
多
発
し
て
い
る
台
風
な
ど
の

災
害
に
備
え
、
楽
し
く
学
ぶ
防
災

教
室
で
す
。
定
員
２４
人
。
講
師
は

土
居
靖
氏
。
筆
記
用
具
持
参
。

　
●
詩
吟
＝
２
月
６
日
・
１３
日
・

２７
日
、
い
ず
れ
も
木
曜
日
の
「
午

前
」。
詩
吟
と
は
何
か
を
知
り
、

大
き
な
声
で
力
強
く
発
声
し
心
を

養
い
長
寿
の
源
と
し
ま
し
ょ
う
。

定
員
２０
人
。
講
師
は
笹
本
一か

ず

比ひ

古こ

氏
。
教
材
費
１
０
０
円
。
筆
記
用

具
持
参
。

　
●
水
墨
画
を
楽
し
く
描
い
て
み

ま
せ
ん
か
＝
２
月
７
日
・
２１
日
、

３
月
１３
日
、
い
ず
れ
も
金
曜
日
の

「
午
前
」。
墨
の
濃
淡
、基
本
の
線
、

竹
、
ス
ズ
メ
、
蘭
、
パ
ン
ダ
、
山

水
画
の
描
き
方
を
学
び
ま
す
。
定

員
１５
人
。
講
師
は
柳り

ゅ
う
偉い

氏
。
半
紙
、

墨
汁
（
墨
液
）、
中
筆
１
本
、
台

ふ
き
ん
、
小
皿
２
枚
、
筆
洗
い
用

コ
ッ
プ
、
新
聞
紙
２
枚
持
参
。

　
●
や
さ
し
い
太
極
拳
＝
２
月
１４

日
・
２８
日
、
３
月
１３
日
、
い
ず
れ

も
金
曜
日
の
「
午
後
１
」。
ゆ
っ

く
り
、
楽
し
く
体
を
動
か
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
定
員
３０
人
。
講
師
は

佐
伯
英
子
氏
。
飲
み
物
持
参
。
運

動
し
や
す
い
服
装
で
。

　
●
未
来
終
活
始
め
よ
う
＝
２
月

１９
日
・
２６
日
、
３
月
４
日
、
い
ず

れ
も
水
曜
日
の
午
前
。
前
向
き
に

終
活
に
取
り
組
み
、
先
の
人
生
に

目
的
を
持
っ
て
明
る
く
生
き
ま

し
ょ
う
。
定
員
２４
人
。
講
師
は
八

倉
巻
恭
子
氏
。
教
材
費
７
０
０
円

（
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
他
）。

筆
記
用
具
持
参
。

　
●
三
カ
国
語
速
記
＝
２
月
２６
日
、

３
月
４
日
・
１１
日
、
い
ず
れ
も
水

曜
日
の
「
午
後
１
」。
聴
い
た
日

本
語
、
韓
国
語
、
中
国
語
を
速
記

文
字
で
書
い
て
み
よ
う
。
韓
国
語
、

中
国
語
学
習
者
必
見
。
定
員
１８
人
。

講
師
は
此こ

の

川か
わ

俊と
し

武た
け

氏
。
筆
記
用
具

（
黒
ボ
ー
ル
ペ
ン
）、
無
地
ら
く

が
き
帳
、
ス
ケ
ー
ル
持
参
。

　
●
手
軽
に
で
き
る
紅び

ん

型が
た

・
型か

た

絵え

染ぞ
め

＝
２
月
２６
日
、
３
月
４
日
・
１１

日
、
い
ず
れ
も
水
曜
日
の
「
午
後

１
」。
身
近
に
使
え
る
物
を
自
分

の
好
み
の
色
に
染
め
て
み
ま
せ
ん

か
。
初
め
て
の
方
歓
迎
。
定
員
１０

人
。
講
師
は
小
山
絵
美
氏
。
教
材

費
１
０
０
０
円
。
筆
記
用
具
持
参
。

　
●
や
さ
し
い
水
彩
画
初
級
講
座

＝
２
月
２７
日
、
３
月
１２
日
・
１９
日
、

い
ず
れ
も
木
曜
日
の
「
午
後
１
」。

水
彩
画
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
学
ん
で

簡
単
に
楽
し
い
絵
を
描
い
て
み
ま

し
ょ
う
。
定
員
１８
人
。
講
師
は
渡

部
眞
介
氏
。
教
材
費
２
０
０
円
。

水
彩
絵
の
具
一
式
（
色
鉛
筆
可
）、

画
用
紙
ま
た
は
ス
ケ
ッ
チ
帳
（
Ｆ

４・Ｆ
６
の
大
き
さ
）、
鉛
筆
（
２

Ｂ
～
４
Ｂ
）
１
本
、
ね
り
消
し
、

消
し
ゴ
ム
持
参
。

　
【
１
回
コ
ー
ス
】

　
●
ド
リ
ッ
プ
コ
ー
ヒ
ー
基
礎
講

座
＝
２
月
７
日
（
金
）「
午
後
１
」。

ド
リ
ッ
プ
方
法
と
焙ば

い

煎せ
ん

度
合
の
異

な
る
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
簡
単
な
味
の

比
較
。
定
員
１２
人
。
講
師
は
猪
俣

淳
子
氏
。
教
材
費
１
０
０
円
。
筆

記
用
具
持
参
。

　
●
脳
ト
レ
「
那
須
与
一
」
五
感

で
浸
る
初
め
て
の
平
家
琵
琶
＝
２

月
２１
日
（
金
）「
午
後
１
」。
想
像

力
の
翼
を
広
げ
「
与
一
」
に
な
っ

て
扇
の
的
を
射
落
と
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
定
員
１８
人
。
講
師
は
片

山
典
子
氏
。
筆
記
用
具
持
参
。

　
●
御
所
こ
と
ば
と
尼あ

ま

門も
ん

跡ぜ
き

寺じ

（
１
）＝
３
月
１０
日（
火
）「
午
前
」。

宮
中
で
使
わ
れ
た
言
葉
が
な
ぜ
京

の
尼
寺
に
残
っ
た
か
を
た
ど
り
ま

す
。
定
員
１８
人
。
講
師
は
松
嶋
幹

夫
氏
。
筆
記
用
具
持
参
。

　
●
イ
サ
ベ
ル

−

大
航
海
時
代
の

幕
開
け
を
飾
っ
た
女
王

−

＝
３
月

１０
日
（
火
）「
午
後
１
」。
ス
ペ
イ

ン
の
女
王
イ
サ
ベ
ル
を
通
し
て
、

歴
史
を
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

定
員
１５
人
。
講
師
は
石
崎
敬
子
氏
。

筆
記
用
具
持
参
。

　
●
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
レ
ッ
ツ
♪

サ
ル
サ
体
操
＝
３
月
１１
日
（
水
）

「
午
前
」。８０
歳
に
な
っ
て
も
踊
っ

て
元
気
。
み
ん
な
で
楽
し
く
、
心

と
身
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま

し
ょ
う
。
定
員
３６
人
。
講
師
は
髙

井
利
津
子
氏
。
飲
み
物
持
参
。
動

き
や
す
い
服
装
で
。

　
●
遺
影
写
真
の
撮
り
方
、
撮
ら

れ
方
＝
３
月
１３
日
（
金
）「
午
後

２
」。
や
が
て
誰
し
も
お
と
ず
れ

る
そ
の
日
に
自
分
ら
し
さ
を
写
真

に
残
す
に
は
。
定
員
２４
人
。
講
師

は
江
之
元
ひ
さ
お
氏
。
筆
記
用
具

持
参
。

　
昨
今
の
労
働
情
勢
、
労
働
法
制

の
動
き
や
労
働
条
件
の
不
利
益
変

更
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。
労
働

者
が
自
ら
の
権
利
を
守
っ
て
い
く

た
め
に
留
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を

学
ぶ
講
座
で
す
。

　
【
日
時
】２
月
４
日
（
火
）・
５

日
（
水
）
の
い
ず
れ
も
午
後
６
時

半
～
８
時
半

　
【
会
場
】国
分
寺
労
政
会
館
４
階

第
５
会
議
室
（
国
分
寺
市
南
町
３

ノ
２２
ノ
１０
）

　
【
内
容
】４
日
＝
昨
今
の
労
働
情

勢
・
労
働
法
制
の
動
き
、
就
業
規

則
と
労
働
協
約
の
仕
組
み
な
ど
▼

５
日
＝
人
事
諸
制
度
に
見
ら
れ
る

不
利
益
変
更
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

　
【
定
員
】先
着
１
０
０
人

　
【
講
師
】弁
護
士
の
小
川
英
郎
氏

　
【
参
加
費
】無
料

　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は
東
京
都

労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー
国
分
寺

事
務
所
☎
０
４
２
・
３
２
３
・
８

５
１
１
、
フ
ァ
ク
ス
（
０
４
２
・

３
２
３・８
５
１
２
）、ま
た
は「
Ｔ

Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
は
た
ら
く
ネ
ッ
ト
」

（https://www.hataraku.metro.
tokyo.jp

）
へ
。

◎
普
通
救
命
講
習
の
受
講
者
を
募

集
し
ま
す

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
や
、
喉
が

詰
ま
っ
た
際
の
異
物
の
除
去
、
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
方
法
な
ど
を
学

び
ま
す
。
救
え
る
命
を
救
う
た
め

に
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
応
急

手
当
に
関
す
る
身
近
な
疑
問
を
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
解
決
し
て
万
が
一

の
場
面
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　
【
日
時
】２
月
８
日
（
土
）
午
前

９
時
～
正
午

　
【
会
場
】西
部
地
域
セ
ン
タ
ー

　
【
定
員
】先
着
３０
人
程
度

　
【
費
用
】１
４
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）

　
【
そ
の
他
】東
京
防
災
救
急
協
会

で
も
他
の
日
程
、
講
習
内
容
で
実

施
し
て
い
ま
す

　
詳
し
く
は
東
久
留
米
消
防
署
救

急
係
☎
４
７
１
・
０
１
１
９
へ
。

◎
文
化
財
防
火
デ
ー

　
毎
年
１
月
２６
日
は
、
文
化
財
防

火
デ
ー
で
す
。
昭
和
２４
年
１
月
２６

日
に
奈
良
県
の
法
隆
寺
金
堂
壁
画

が
火
災
に
よ
り
焼
失
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
昭
和
３０
年
に
定
め
ら

れ
、
そ
れ
以
降
現
在
ま
で
続
い
て

い
ま
す
。
先
日
、
沖
縄
県
の
首
里

城
が
火
災
に
よ
り
焼
失
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
市
内
に
も
、
貴
重
な

文
化
財
が
多
く
現
存
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
文
化
財
を
火
災
、
地

震
な
ど
の
災
害
か
ら
守
る
た
め
、

文
化
財
の
愛
護
と
防
火
防
災
の
意

識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

◎
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間

　
平
成
７
年
１
月
１７
日
に
発
生
し

た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
契
機
に
、

平
成
８
年
か
ら
、
毎
年
１
月
１７
日

は
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

日
」、
１
月
１５
日
〜
２１
日
は
「
防

災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」
と
定

め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
に
自
然

発
生
し
た
共
助
の
精
神
を
持
つ
東

京
消
防
庁
災
害
時
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
、
大
震
災
時
な
ど
に
不

足
す
る
消
防
力
を
補
う
も
の
と
し

て
、
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
東
久
留
米
消
防
署
で
は
、

災
害
時
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
東
久
留
米
消
防
署
防

災
安
全
係
☎
４
７
１
・
０
１
１
９

へ
。

２
年
度
～
４
年
度
の

市
民
農
園
利
用
者
を
募
集
し
ま
す

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
土
に
親
し
み
、

収
穫
の
楽
し
さ
を
実
感
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、農
地
を
借
り
て「
市

民
農
園
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
前
回
の
利
用
期
間
満
了
に
伴
い
、

新
た
に
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
【
利
用
期
間
】４
月
１
日
（
水
）

～
４
年
１２
月
３１
日
（
土
）

　
【
募
集
農
園
と
区
画
予
定
数
】①

小
山
農
園
（
小
山
三
丁
目
）
６９
区

画
②
柳
窪
農
園
（
柳
窪
二
丁
目
）

５０
区
画
③
金
山
農
園
（
金
山
町
二

丁
目
）
４６
区
画
④
下
里
農
園
（
下

里
二
丁
目
）
５２
区
画
⑤
浅
間
農
園

（
浅
間
町
二
丁
目
）
９５
区
画
⑥
中

央
農
園
（
中
央
町
一
丁
目
）
３７
区

画
⑦
前
沢
農
園
（
前
沢
三
丁
目
）

５５
区
画
⑧
神
宝
農
園
（
神
宝
町
一

丁
目
）
８１
区
画

　
※
区
画
面
積
は
原
則
１６
平
方
㍍

　
【
運
営
方
法
】各
農
園
で
「
自
主

運
営
組
織
」
を
作
り
、
利
用
者
全

員
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

運
営
の
細
部
は
利
用
者
相
互
の
話

し
合
い
で
決
め
て
い
た
だ
き
ま
す

　
【
応
募
資
格
】市
内
在
住
で
、
農

園
自
主
運
営
組
織
に
加
入
し
、
運

営
に
協
力
し
な
が
ら
野
菜
の
育
成

を
楽
し
め
る
方

　
【
耕
作
料
】年
６
０
０
０
円

　
【
ご
注
意
】応
募
は
１
世
帯
に
つ

き
１
区
画
で
す
。
重
複
応
募
は
で

き
ま
せ
ん

　
申
し
込
み
は
１
月
７
日
（
火
）

～
１７
日
（
金
）
に
（
消
印
有
効
）、

産
業
政
策
課
、
上
の
原
・
ひ
ば
り

が
丘
・
滝
山
の
各
連
絡
所
、
市
民

プ
ラ
ザ
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配

布
し
て
い
る
「
市
民
農
園
利
用
申

込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

通
常
は
が
き
１
枚
（
表
面
に
住

所
・
氏
名
を
記
入
）
を
添
え
て
、

〒
２
０
３

−

８
５
５
５
、
産
業
政

策
課
農
政
係
宛
て
郵
送
ま
た
は
土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
同
期

間
中
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）
に

直
接
同
課
（
市
役
所
６
階
）
へ
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
利
用
区
画
は
抽
選
に
よ
り
決

定
し
、
結
果
を
通
知
し
ま
す
。
抽

選
会
は
２
月
３
日
（
月
）
午
後
２

時
か
ら
、
市
役
所
７
階
７
０
１
会

議
室
で
行
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
係
☎
４
７
０
・
７

７
４
３
へ
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

�

一
斉
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た

　
元
年
１２
月
１
日
に
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
一
斉
改
選
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
５５

人
が
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し

て
委
嘱
さ
れ
、
そ
の
中
か
ら
６
人

が
主
任
児
童
委
員
に
指
名
さ
れ
ま

し
た
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
同

じ
地
域
で
生
活
す
る
住
民
の
一
員

と
し
て
、
住
民
の
立
場
に
た
っ
て

ま
ち
の
福
祉
を
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。
地
域
に
暮
ら
す
身
近
な

相
談
相
手
と
し
て
住
民
か
ら
の
生

活
上
の
心
配
ご
と
、
医
療
や
介
護
、

子
育
て
の
不
安
な
ど
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
課

題
が
解
決
で
き
る
よ
う
行
政
を
は

じ
め
必
要
な
支
援
や
適
切
な
福
祉

サ
ー
ビ
ス
へ
の
「
つ
な
ぎ
役
」
に

な
り
ま
す
。

　
主
任
児
童
委
員
は
、
子
ど
も
や

子
育
て
に
関
す
る
支
援
を
専
門
に

担
当
し
て
い
ま
す
。
民
生
委
員
・

児
童
委
員
や
学
校
、
子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
児
童
福
祉

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
課
題

解
決
に
向
け
た
活
動
に
協
力
を
し

て
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
、

守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
次
の
区
域
の
相
談
を
ご
希
望
の

方
は
、
福
祉
総
務
課
☎
４
７
０
・

７
７
４
９
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
【
区
域
】上
の
原
一
・
二
丁
目
、

氷
川
台
一
丁
目
、
新
川
町
一
丁
目
、

本
町
四
丁
目
、
幸
町
一
～
三
・
五

丁
目
、
中
央
町
二
・
四
丁
目
、
前

沢
三
丁
目
、
ひ
ば
り
が
丘
団
地
、

前
沢
五
丁
目
２０
～
３４
番
、
弥
生

一
・
二
丁
目
、
八
幡
町
一
丁
目
７

～
９
番
、
野
火
止
三
丁
目
、
下
里

三
・
四
丁
目
１
番
１
～
１５
号
、
１

番
３０
～
４１
号
、
２
～
４
番
、
滝
山

一
・
二
・
、
六
・
七
丁
目

　
ま
た
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
福

祉
の
向
上
に
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま

し
た
１０
人
の
委
員
の
方
が
任
期
満

了
に
よ
り
元
年
１１
月
３０
日
を
も
っ

て
退
任
さ
れ
ま
し
た
（
敬
称
略
）。

　
【
退
任
さ
れ
た
委
員
】東
部
地
区

協
議
会
＝
松
本
隆
子
（
氷
川
台
一

丁
目
の
全
域
）、海
老
原
亮
子
（
主

任
児
童
委
員
）
▼
中
部
地
区
協
議

会
＝
小
山
扶
美
子
（
小
山
二
・
三

丁
目
の
全
域
）、
小
山
敏
行
（
小

山
四
・
五
丁
目
の
全
域
）、
多
功

美
千
代
（
幸
町
一
丁
目
の
全
域
）、

渡
邊
和
子
（
前
沢
三
丁
目
の
全

域
）
▼
西
部
地
区
協
議
会
＝
内
田

克
彦
（
弥
生
一・二
丁
目
の
全
域
）、

岸
良
晴
（
下
里
七
丁
目
の
全
域
）、

鯨
岡
幸
子
（
滝
山
五
丁
目
の
全

域
）、
大
屋
隆
司
（
滝
山
六
丁
目

３
番
）

　
詳
し
く
は
同
課
へ
。

東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
講
習
室
の

空
調
機
改
修
工
事
を
行
い
ま
す

　
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
講
習
室

の
空
調
機
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
、
講
習
室
が
使
用

で
き
ま
せ
ん
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
【
工
事
期
間
】２
月
１
日
（
土
）

～
３
月
８
日
（
日
）。

　
※
進
捗
状
況
に
よ
り
工
期
が
延

長
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
生
活
文
化
課
☎
４
７

０
・
７
７
３
８
へ
。

（
豊
島
区
池
袋
３
ノ
１
ノ
４
）

　
【
入
場
料
】無
料

　
詳
し
く
は
千
葉
県
生
産
振
興
課

園
芸
振
興
室
☎
０
４
３
・
２
２

３・２
８
７
１
、１
月
２９
日
（
水
）

～
２
月
２
日
（
日
）
は
会
場
直
通

☎
０
３
・
３
９
７
１
・
５
１
４
３

ま
た
は
市
産
業
政
策
課
☎
４
７

０
・
７
７
４
３
へ
。

　
農
林
水
産
省
で
は
、
２
月
１
日

を
調
査
期
日
と
し
て
「
２
０
２
０

年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
を
実
施
し

ま
す
。
こ
の
調
査
は
今
後
の
農
林

業
の
政
策
に
役
立
て
る
た
め
に
５

年
に
一
度
実
施
さ
れ
る
調
査
で
す
。

１
月
中
旬
以
降
、
農
林
業
を
営
ん

で
い
る
世
帯
等
に
調
査
員
が
訪
問

し
て
調
査
票
の
記
入
な
ど
を
お
願

い
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
も
で

き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
回
答
い
た
だ
い
た
内
容
に
つ
い

て
は
統
計
以
外
の
目
的
に
は
使
用

さ
れ
ま
せ
ん
。
調
査
へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
情
報
管
理
課
統
計
調

査
係
☎
４
７
０
・
７
７
７
７
（
内

線
２
２
２
４
）
へ
。

市民
交流事業
「
社
会
参
加
へ
の
道
～
高
次
脳
機
能
障
害

を
持
っ
た
自
分
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
～
」

　
【
日
時
】１
月
２５
日
（
土
）
午
後

１
時
～
４
時
（
０
時
半
開
場
）

　
【
会
場
】生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
【
内
容
】Ⅰ
部
＝
高
次
脳
機
能
障

害
者
の
復
職
に
関
す
る
基
調
講
演

▼
Ⅱ
部
＝
高
次
脳
機
能
障
害
当
事

者
と
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

　
【
登
壇
者
】精
神
保
健
福
祉
士
の

柳
澤
朋
秀
氏
、
東
京
病
院
医
師
の

新
藤
直
子
氏
、
高
次
脳
機
能
障
害

当
事
者
な
ど

　
【
費
用
】無
料

　
主
催
は
北
多
摩
北
部
地
域
高
次

脳
機
能
障
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
協
議
会
。

　
当
日
直
接
会
場
へ
。

　
詳
し
く
は
障
害
福
祉
課
☎
４
７

０
・
７
７
４
７
、
フ
ァ
ク
ス
（
４

７
５
・
８
１
８
１
）
へ
。

ま
す
。

　
※
報
奨
金
交
付
申
請
用
紙
一
式

は
、
申
請
会
場
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
ご
み
対
策
課
☎
４

７
３
・
２
１
１
７
へ
。

　
市
と
協
働
で
日
本
語
教
室
を
開

催
し
て
い
る
、
東
久
留
米
国
際
友

好
ク
ラ
ブ
は
、
地
域
で
と
も
に
暮

ら
す
外
国
人
や
外
国
に
ル
ー
ツ
の

あ
る
子
ど
も
た
ち
を
支
援
し
、
交

流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
活
動

の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
日
本
語
教
室

子
ど
も
ク
ラ
ス
」
で
は
、
毎
週
水

曜
日
の
夕
方
、
小
・
中
学
生
の
日

本
語
学
習
や
学
校
の
宿
題
な
ど
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
同
ク
ラ

ス
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
【
日
時
】２
月
７
日
（
金
）
午
後

２
時
か
ら

　
【
会
場
】ス
ペ
ー
ス
１
０
５
（
市

役
所
向
か
い
）

　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は
１
月
３０

日
（
木
）
ま
で
に
生
活
文
化
課
☎

４
７
０
・
７
７
３
８
へ
。

東部地区協議会
担当区域 氏名 連絡先

神宝町一丁目の全域 大　矢　由紀子 ４７５・８５３２
神宝町二丁目の全域 渡　辺　愛女御 ４７２・４９００
金山町一丁目の全域 西　山　久美子 ４７１・０１９５
金山町二丁目の全域 岡　野　美智子 ４７２・９５１８
氷川台二丁目の全域 出　井　幹　枝 ４７４・１２２７
東本町 １番〜 ８番 深　海　和　子 ４７５・８７７７
東本町 ９番〜１６番 大　野　浩　子 ４７１・００６３
大門町一丁目の全域、
大門町二丁目 １番〜 ８番 後　藤　千賀子 ４７５・５２４１

大門町二丁目 ９番〜１４番 井　原　惠　子 ４７５・７９５８
新川町二丁目の全域 世木澤　久美子 ４７１・０１７２
浅間町一丁目の全域 久保田　あや子 ４２５・００９８
浅間町二丁目の全域 鶴　見　佳　子 ４２１・９１３０
浅間町三丁目 １番〜１４番 葛　西　正　人 ４２５・０３３３
浅間町三丁目１５番〜３０番 武　山　千　鶴 ４２４・４０４１
主任児童委員 高三野　晴　美 ４７２・７８１２
主任児童委員 池　水　美　希 ４１０・１１８８

中部地区協議会
担当区域 氏名 連絡先

学園町一丁目の全域 半　澤　佐和子 ４２５・００８７
学園町二丁目の全域 小　山　三千生 ０９０・６１５７・３９４４
本町一丁目の全域 蓮　池　繁　信 ４７４・１７３６
本町二丁目の全域 宮　澤　トヨ子 ４７１・０４８２
本町三丁目の全域 都　築　美紀子 ４７６・０９４０
小山一丁目の全域 西　村　より子 ４７５・８３２５
小山二・三丁目の全域 小　山　　　清 ４７３・３８０３
小山四・五丁目の全域 小　山　泰　弘 ０９０・３５９０・３４９２
幸町四丁目、中央町六丁目の全域 中　島　春　江 ４７１・１６１３
中央町一丁目の全域 早　川　重　義 ０８０・８７４５・０７８７
中央町三丁目の全域 澤　山　葉　子 ４７１・８７２４
中央町五丁目、前沢一丁目の全域 松　本　貞　夫 ４７５・９５９０

中部地区協議会
担当区域 氏名 連絡先

前沢二丁目の全域 長谷川　正　子 ４７４・７５３１
南沢一丁目の全域 別　処　尚　志 ４７５・１７１０
南沢二丁目の全域 本　井　　　満 ４７８・９３９０
南沢三丁目の全域 下　田　富　夫 ４７１・６８３７
南沢四・五丁目の全域 清　水　生　子 ４６５・０８２２
南町一丁目の全域 澤　田　理恵子 ０９０・６５４６・８４０１
南町二〜四丁目の全域 篠　宮　松　美 ４６５・１８３９
主任児童委員 馬　本　房　子 ０９０・５３３９・６９２６
主任児童委員 府　川　ゆう子 ０８０・４０６８・５０２０

西部地区協議会
担当区域 氏名 連絡先

前沢四丁目の全域 広　瀬　新　平 ４４４・３５３９
前沢五丁目 １番〜１９番 白　築　純　子 ４７３・６９０１
八幡町一丁目 １番〜 ６番 境　　　美智子 ４７６・４７９６
八幡町二丁目の全域 小　寺　靖　子 ４７１・００７３
八幡町三丁目の全域 野　村　善　昭 ４７２・２５５５
野火止一丁目、下里一丁目の全域 酒　井　宗　作 ４７４・９７９２
野火止二丁目の全域 菅　原　真　弓 ４７２・３９１９
下里二丁目の全域 宮　﨑　孝　子 ０９０・２２１９・９１７１
下里四丁目 １番１６号〜２９号 江刈内　　　史 ４７３・９１４１
下里五・六丁目の全域 宮　本　千恵子 ４７１・４８３３
下里七丁目の全域 島　﨑　光　江 ０９０・２３１７・７５３５
滝山三・四丁目の全域 白　井　栄　子 ４７５・３３１６
滝山五丁目の全域 松　原　佳　織 ４７３・２３８３
柳窪一丁目の全域、
柳窪二丁目 ８番〜１６番 佐　藤　清　子 ４７８・２２９３

柳窪二丁目 １番〜 ７番、
柳窪三丁目の全域 松　井　直　枝 ４７５・５３０３

柳窪四・五丁目の全域 奥　住　弘　子 ４５７・５１４６
主任児童委員 矢　部　晶　代 ４７５・５１５９
主任児童委員 佐　光　攝　子 ４７５・３１９５

民生委員・児童委員担当区域（元年12月 １ 日現在） 労
働
条
件
の
不
利
益
変
更
に
つ
い
て
学
ぶ

～
真
の
働
き
方
改
革
を
実
現
す
る
た
め
に
～

　
　
　
　
　

あ
な
た
の
労
働
条
件
は
切
り
下
げ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

認
知
症
介
護
者
家
族
会
を

�

開
催
し
ま
す

が
開
催
さ
れ
ま
す

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

農
林
業
セ
ン
サ
ス
を

�

実
施
し
ま
す

日
本
語
教
室
子
ど
も
ク
ラ
ス
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

資
源
集
団
回
収
報
奨
金（
後
期
分
）の

交
付
申
請
を
受
け
付
け
ま
す


